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失敗事例のタイトル  
チタン製多管式熱交換器のすきま腐食 

一次原因（材料要素）  
すきま腐食、局部腐食 

機種  
多管式熱交換器、固定管板式 

部品  
管/管板拡管シール部 

材料  
チタン 

概略の寸法  
管：0.7mmt 

損傷発生時の状況  
水 25％を含む湿塩素ガスを 90から 60まで冷却する縦型多管式熱交換器の上部管板/管拡管シール部にすきま腐
食を生じた。 

調査内容とその結果  
塩素ガスのドレンを分析した結果、pH	
 2.7、塩化物イオン濃度：0.3％を示した。下部管板/管シール部には異
常は認められなかった。 

損傷発生のシナリオ  
シール部の構造的すきま、塩素ガスの強い酸化性のため塩化物濃度が低いにも関わらずすきま腐食に至ったと

判断される。下部管板のシール部に腐食が見られないのは塩素ガス濃度の差によると推定される。 

対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策）  
管の更新にあたり、当該すきま部に酸化パラジウムのコーティングを施し、すきま腐食の防止に成功した。 

教訓  
ステンレス鋼のすきま腐食からの類推で、塩化物イオン濃度が腐食の主要因子と判断したが、この場合は酸化

性物質の濃度の方が影響が大きいといえる。腐食現象の多様性を体験した。 
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